
改善箇所説明図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：       は、手直し溶接箇所を示す。 

基準不適合発生箇所 

  (左右共) 

後側フレーム 

識別：ヒンジ部に白ペンキ○印を塗布し識別する。 

後側フレームのヒンジ部と側板の溶接部において、溶接の溶け込み不良により強度が低下して

いるものがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、当該溶接部に亀裂が発生し、フ

レームが破断するおそれがある。 
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改善措置の内容：全車両、後側フレームの当該溶接部を補修する。 
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